
花まつり  

４月８日に花まつりを行いました。 

花まつりは、お釈迦さまのお誕生をお祝い

する日です。安楽寺では、今年から花まつ

りをすることに致しました。本堂で灌仏

（かんぶつ：仏さまに甘茶をそそぎます）

して自由に甘茶を飲んでもらえるようにし

ました。「子供のころにいただいた甘茶を

思い出した」という方や、「おいしい」と

いう声も多かったようです。これからは、

なか々、お寺にお参りすることが、すくな

くなった子供たちが、お寺でお参りできる

場として取り組んで行きたいので、お子さ

んやお孫さんをお誘いして、お参りしてほ

しく思います。 

来年以降も続けて 

行きますので、 

どうぞお参りく 

ださい。 

 

 

 

 

 

 

  

    

当寺では、５月に「中宗会」（ちゅうそえ）

の法要を行います。中宗会とは、蓮如上人の年

忌法要です。５月１４日がご命日に当たります。 

蓮如上人という方は、本願寺の第８代ご門主

で本願寺の中興の祖ともいわれます。本堂の御

内陣左に御影をお掛けし、親鸞聖人とともに、

尊びそのご功績を偲ばれるお方です。 

蓮如上人は、それまで小規模だった真宗本願

寺教団を北陸や東海そして近畿一円をまわって、

親鸞聖人のみ教えを伝え歩いた方です。 

今、親鸞聖人の正信偈をお勤めしていること

も御文章をご拝読させていただいていることも

全部、蓮如上人のお導きがあったからです。 

ここ和歌山にも上人は伝道に訪れ、急速に浄

土真宗が広まることとなります。今の大阪城に

あった石山本願寺が、織田信長に明け渡せざる

を得ない時、鷺の森に移ったのは、和歌山の真

宗門徒の思いのあらわれでしょう。 

ただ、蓮如上人は、教団を大きくするため、

門徒を増やすためという伝道をしたのではあり

ません。 

「一人な り と も 、人の信を と るが、  

一宗の繁昌に候 」  

ただ、一人であったにせよ、阿弥陀さまのみ教

えを御喜びできることをのぞまれての伝道です。 

 蓮如上人は、比叡山との関係をはっきり分か

ち、断ち切ったため、何度も命をねらわれます。

命をかけて伝えぬいた蓮如上人のお導きをお偲

び致しましょう。 

「釋 芳英」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安楽寺たより         

一 宗 の 繁 昌 と 申 す は、 人 の おほ く あ つ ま り  

威 の おほきなることにてはな く 候 。  

一 人 なり と も 、 人 の 信 をとる が 、 一 宗 の 繁 昌 に 候 。  

「 蓮 如 上 人 御 一 代 記 聞 書 」  
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